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一定点調査の記録 (1992年ー2001年， 2012年）
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はじめに

岡山県自然保護センター（以下，センターと呼

ぶ）は1991年に開所したフィールド型の自然保護

教育施設である。センターは1992年以降2001年ま

で師年，指導者層対象の研修会を開催し，その中

の講座「池周辺の動物」において，センター内の

水辺でみられる動物を記録してきた。さらに，

2012年には研修会の修了者有志とともに2001年ま

でと同様の要領で記録を行ってきた。本報告はこ

れらの記録をとりまとめたものである。

方法

採集は1992年から2001年までの各年と2012年に

それぞれ年 1回，計11回行った。採集時期は原則

として 6月下旬頃としたが，例外として1993年は

9月中旬に， 1994年は 5月初旬に行った。採集

は， 1992年から2001年までの各年には研修会の参

加者 (14名～23名）が行い， 2012年には研修会修

了者を含むボランティアの有志6名が行った。採

集道具としては，フレームがD形をした H幅約 2

mm, フレーム幅約30cmの手網を使用した。定量的

な採集は手網で 1回，水底をすくい取る方法を用

連絡先： fvbs5492@mb.infoweb.ne.jp

いた。定性的な採集ではその周辺を適宜すくい取

る方法を用いた。いずれの場合もサンプルは植物

片などとともにプラスチック製容器に入れて室内

に持ち帰り，白色バット上で選別した。選別後の

底生動物は， 70％エタノールで固定後同定した。

同定に際しては末尾に掲載した資料類を参照し

た。加えて，最新の分類学的情報を専門家にご教

示いただいた。また，現場で視たり聴いたりし，

確認可能なものはその場でH視確認として記録し

た。

採集は図 lに示した定点で行った。 1992年から

1997年までの各年と2012年には， 4つの谷に設け

た8~13定点において，また1998年から2001年ま

での各年には， 2つの谷に設けた 3定点で行っ

た。なお，定点の位置は， 1988年および1989年に

実施された，センター開所前の調査（佐藤ほか，

1990)で使用された地点を参照して決定した。

各年の採集日，研修会（もしくは調壺）参加人

数採集実施定点数は表 1のとおりである。

結果と考察

全調在期間に確認された動物のリストは表2に

示した。水生昆虫類が107種以上，その他の無脊

椎動物が30種以上，脊椎動物が29種以上，合計

166種以上の動物がみられた。そのうち， 日本生
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図1. 採集地点 (aO~u).
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表 l．各年の採集且調壺参加人数，採集実施定

点 数

採集日 人数（名） 定点数

1992/6/28 20 12 

1993/9/12 14 8 

1994/5/8 19 11 

1995/6/25 14 12 

1996/6/23 23 13 

1997/6/22 20 13 

1998/6/28 16 3 

1999/6/27 19 3 

2000/6/25 19 3 

2001/6/24 14 3 

2012/6/17 6 11 

岡自研報第24号 2017

食性と旺盛な繁殖力を持つウシガエルについて

も．幼生および成体の継続捕獲によって．池（図

1のe3を含む池）の水面付近に数百単位で浮か

んでいた幼生が．捕獲後は見られなくなっている

（森未発表）。

このように，簡便な調壺であっても継続し，記

録に残すことによって，外来種の侵入や定着につ

いて把握をすることができた。センターの貴重な

水辺の自然を保護・保全していくためにも，今後

とも引き続き，定点調査を行っていくことが望ま

れる。

なお，本調壺の成果の一部は，絶滅危惧貝類

カワネジガイの記録（森， 1994；福田・森，

2016)．ならびにトンボ類調在の一環としてのオ

ジロサナエ幼虫の記録（森． 1998) として，すで

に報告した。

態学会編 (2003)掲載の外来種は 4種，岡山県野

生動植物調壺検討会編 (2010) および環境省編

(2014a ; 2014b ; 2015a ; 2015b)掲載の稀少種

はそれぞれ18種， 25種であった。また，各年の詳

細は表3~13に示した。

表2より，センター開所前の調究（佐藤ほか，

1990) で生息確認がなかったアメリカザリガニ

（北米南部原産），サカマキガイ（ヨーロッパ原

産）， ヒメタニシが，開所後の1993年（サカマキ

ガイは1992年）以降は定着していることがわかっ

た。アメリカザリガニについては， さまざまな小

動物を捕食したり，水草を切断して水生植物群落

を壊滅させるなどの事例が知られるようになって

いる（自然環境研究センター編著， 2008)。よっ

て，今後とも注視が必要である。また，佐藤ほか

(1990) によって「留意すべき移人種」として取

りあげられていたヌートリアおよびウシガエル

は，両種とも2005年に「特定外来生物Jに指定さ

れ，センターでは両種をそれぞれ2003年， 2006年

から捕獲し，池の生態系から除去している。草食

性の傾向が強いヌートリアは， 2013年までの継続

した捕獲 (133頭／2634わな日／11年間）によって

密度が低下し，それに伴い，ヒシやマコモなどの

水生植物が回復した（森， 2016)。また，高い捕

謝辞

本報告をまとめるにあたりご指導いただいた元

川崎医科大学の佐藤渥康先生に心からお礼申しあ

げる。また，甲虫類の同定に際しては相模原市立

陣物館の守屋博文学芸員のお手を煩わせた。一部

の貝類の同定にあたっては姫路市立水族館の増田

修学芸員にお懺話になった。さらに，貝類の最新

の学名に関する情報を岡山大学農学部の福田宏先

生からご教示いただいた。これらの方々に対し心

からお礼申しあげる。
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表 2. 継続研修会 「池周辺の動物」 (1992 年—2001 年）および追加調査 (2012 年） で確認された動物．

oo 

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2012 ≪Ii杓 山県lil.2009 ぼ印疫省第4次Iii.;

哺乳綱 砂‘ヽう目 lモク‘`ラ科 （坑道） Talnidae ＊ ： 

ネス‘、ミ目 2アカネス`ミ （死体）
......... 

Avodemus sveciosus ＊ 

3ヌートリア Mvocastor covous ＊ CX0 

ネコ目 4イタチ科 （英） Mustelidae ＊ 
抄目 5 ：：：忠ンシ`力 （食痕） Cervus nivvon ＊ 

鳥綱 カモ目 6カモ科 （巣） Anatidae ＊ 
---] ： 

爬虫綱 加目 7クサカ‘‘} Mauremvs reevesii ＊ ＊ 
有鱗目 8ニホントカゲ Plest1odon 1imonicus ＊ 

9ニホンカナヘヒ‘‘ Takvdromus tachvdromoides ＊ ＊ ＊ ＊ 

10 沢ヘビ Elaohe auadrivirJZata ＊ ＊ ＊ 

11 ヤマカカ‘シ Rhabdoohis tif!'rznus ＊ ＊ 

12 ニホンマムシ Clovdius blomhoffjj ＊ 

両生綱 有尾目 13 カスミサンショ的オ幼生 llvnob1 us nebulosus ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ：絶賊危惧 l加 絶滅危lllll類

14 アカハうイモリ Cynops pyrrho知aster ＊ ＊ ＊ ＊ 冴9:t/99油{,'9↑Ij. 準紹威佑』トII

15 アカIヽ ライモリ幼生 CvnoDS DVrrho広aster
〉^

： ＊ 
加Jv目 16 ニホンアマがエル幼生 Hvla iaoonica ＊ 

17 ニポンアカがエル Rana iaoonica ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

18 ニホンアカがエル幼生 Rana iaoonica. ＊ ^ ^” 

19 りシがエル L1 thobates catesbeianus ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ px[¥ 

20 ウシがエJv幼生 Lithobates catesbeianus ＊ ＊ ＊ CXC 

21 ト）サマがエル Peloohvlax niJZromaculatus ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ：紹、tt 哨9,'，絨／かIll

22 ト｝サマがエル幼生 Peloohvlax ni1<romaculatus ＊ ＊ 

23 ヌマがエル Fe iervarva kawamurai ＊ ＊ ＊ 

24 シュレーゲルアオがエIレ Rhacoohorus scl1l e!felJ i ＊ :，.11 ;.f 

25 カエル目幼生 Anura 〉〉 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

魚綱
~...... 

コイ目 26 7ナ属 Carass1 us sn. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
バラタナコ`属

~....... 
27 Rhodeus so. ＊ ＊ 

28 オイカリ属 Zacco so. ＊ 
-

29 モツコ` Pseudorasbora oarva ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
30 コイ科 Cvnrinidae ＊ ＊ 

31 ドシ`ョウ Mjs印U.rnusan忍u1lhcaudatus ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ : 1,1.；笥 情怜不足

32 大型卜` ヅョウ類 舶•S幻urnussp. ？ 
^ ^  ^  

＊ 
〉^

： 
33 ナカ`レポトケドシ`ョウ Lefua so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ：絶滅f，'，惧 JJ狛

絶絶滅滅危危Illlllll!l"il ・ー-:： : ; 
がツ目 34 ｝夕‘、カ Orvzias latiJJes ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ :',/i．抒
スス`キ目 35 ドンコ Odontobutis obscura ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

36 砂ぱ‘リ属 Rhino足obiussp. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

クモ綱 夕`二目 37 が二目 Acarina ＊ 

甲殻綱 3コエビ目 38 ニッポン3コエヒ` Cammarus niooonensis ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

りラシ`ムシ目 39 工ヒ`）コバン Tachea ch1nensi s ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

40 ミズムシ Asellus h1l1Zendorfii ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
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ェビ目 *l*l*l*l*l*l*l*l*l*I* 
*l*l*l*I* * I * * I crn 

昆虫綱 トビムシ目
カゲロウ目

41スシ`ェビ Palaemon oaucjdens 
42ア｝リカサ‘、リが二 Procambarus clarkjj 

43サリが二 Ceothelohusa dehaanj 

44トヒ`砂目 Collembola 
45トゲエラカゲ吋属玄虫 Thraulus sp. 

4617タスゾモンカゲ nが 虫 Eohemera iaoon1ca 
47トウ的モンカゲ砂幼虫 Eohemera on・enta]js 
481 t}シロカゲロり 玄虫 Caenjs sp. 

4917タバカゲ吋属幼虫 Cloeon sp. 
50コカゲ吋属玄虫 Baetjs sp. 
51コカゲ吋 ['虫 Baetidae 
52タニがリカゲロウ 玄虫 Ecdvonurus sp. 
53アサヒナカリトンホ`幼虫 Mnajs prujnosa 

54アオイトトンホ及虫 Lestes soonsa 
55オオアオイトトンホ`幼虫 Lestes tempora]js 
56アオイトト淋ゞ ィ虫 Lestes s. 
57モ！サシトン加幼虫 Cooera annulata 
58モ）約トンお科"'虫 Plat cnemididae 
59キイトトンホ`幼虫 Ceriaf!'rjon melanurum 

60アオモンイトトン加属幼虫 I schnura sp. 
61クPイトトン討属幼虫 Paracercion s ・ 

62イトト‘ぷ平虫 Coena ionidae 

63ヤ7` ヤンが虫 Polvcanthaf!'vna melam・ctera 

64マルタンヤンマ幼虫 Anacjaeschna marUn1 

65キ` ンヤンが虫 Anax oarthenone 
66クロスゾキ`ンヤンマ幼虫 Anax njf;rofascjatus 
67ヤンマ イ虫 Aeschnidae 

．．．．．．．． 

68ヤマサナエ幼虫 Asjagomphus melaenops 

69バサ謡虫 Tri om hus citimus 
70フタスシ`、サナエ幼虫 Tr_igQJJ)ph us__jJJ/; errup J_ us 

71オゲマサナエ玄 虫 Tri om hus o umaj 
72オシ‘、ロサナエ幼虫 Stylogomohus suzukjj 
73オニャンマ玄 虫 Anotof{aster sieboldii 
74オオヤマトン加幼虫・羽化殻 El2Q/2fl_t_ha]llllii__(31 ega_fl_ s 

75コヤマトンホ`玄虫 Macromia amphiR"ena 
76トラ7トンホ`幼虫 Eojtheca marginata 
77タカネトン加玄虫 Somatochlora uchida1 
7813ツホ万トン面` 幼虫 Libellula quadrimaculata 
79シオカラトン訂幼虫 Orthetrum albistylum 

80シオヤトン加幼虫 Orthetrum iaoonicum 
81オオシオカラトン加幼虫 Orthetrum melania 
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122 

ショウシ`ョりトン加幼虫 Crocothemis servi 1 ia ＊ ＊ 
* ---.―:: ― 

リスアカネ幼虫 Svmvetrum r1si ＊ 
ネキトン加幼虫 Svmoetrum soeciosum ＊ ＊ 
アカネ属幼虫 Svmoetrum so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ --------［ 
コシアキトン加幼虫 Pseudothemis zonata ＊ ＊ 
チョウトン加幼虫 凡livothem1sful 1面inosa ＊ 
トン面目幼虫 Odonata ＊ 
オナシカリケ` ラ属幼虫 Ne印ouraSD. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
7サオナシカリケ万属幼虫

... 

Amohinemura so. ＊ ＊ ＊ 
切ゲラ目幼虫 Plecootera ＊ ， 

タイコウチ Laccotreohes iaoonensis ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
ミスゞカマキリ Ranatra chjnensjs ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
tiミス`カマキリ Ranatra unicolor ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
コオイムシ Aooasus iaooni cus ＊ }f[•999. ＂A9 9’••卜" 919;.t、i’'氾げ’,Ill

オオコオイムシ Aooasus ma ior ＊ ＊ ＊ ＊ 
コオイムシ属幼虫 Aooasus so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
チヒ`ミス‘ヽムシ属 Micronecta so. ＊ ＊ ＊ 
ミス`ムシ属 Hesoerocorjxa so. ＊ 
コミス`ムシ属 SiI!'ara so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
マツモムシ Notonecta trjf!uttata ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
マルミス`ムシ Paraolea iaoonica ＊ 

オキナリイトアメンホ` Hvdro印etraokinawana ＊ 
t}イトアメンホ` Jfvdrometra orocera ＊ 
妙カタビロア｝ンホ` 亜科幼虫 Microvelirnae ＊ 

アメンホ‘‘ Aauarius oaludum ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

ヒ｝アメン芯‘‘ Gerris latiabdomin1s ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

ハネナシアメンホ` Gerris neoalens1s ＊ ＊ 
アメンホ可亜科幼虫 Gerrinae ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＇ 

シマアメン加 Metrocoris histrio ＊ ＊ ＊ 

”辺『科幼虫 Gerridae ＊ ＊ ＊ 

ヒ日ハ`カゲ的う科属幼幼虫虫 Osmvlidae ＊ 

認カクトビケ Ecnomus so. ＊ ＊ 
コイリトビケラ属幼虫 Cvrnus SD. ＊ ＊ 

コがタシマトヒ`幼ケラ属虫幼虫 Cheuma taos vche so. ＊ 

シマトヒ`ケラ属 lfvdroosvche sn. ＊ 

マルハ` ネトビケう属幼虫 Phrvganoosvche so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

アミメトビケラ属幼虫 Oli1Zotricha so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
カクッツトビケラ属幼虫 Leoidostoma so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

訪Iレトビケラ属幼虫 Nothoosvche sn. ＊ ＊ ＊ 

コエク→リトビケう属幼虫 Aoatan1a sn. ＊ ＊ 

アオヒゲナがトビケラ属幼虫 Mvstacides sn. ＊ ＊ 
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128 
129 
130 
131 
132 
133 
134 
135 
136 
137 
138 
139 
140 

141 
142 
143 

144 
145 
146 
147 
148 

149 
150 
151 
152 
153 
154 
155 
156 
157 
158 
159 
160 
161 
162 
163 

切バトビケラ属幼虫 Molanna so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ： 
コハゞ ントビケラ属幼虫 Anjsocentroous so. ＊ ＊ ＊ 
ク` マがトビケラ属幼虫 Guma年aSD. ＊ ＊ ＊ ＊ 
迂` ケう目幼虫 Trichontera ＊ ＊ ＊ 
ミス` ｝イカ` 亜科幼虫 Acentrooinae ＊ 

コがシラミス`鯰 Pel todvtes In termedius ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
キイロコがシラミス`砂 Haliolus eximius ＊ ・lし＇心Uh' :/•（的成 I,'，·似 II 粕

マタ‘、ラコがシラミス‘ヽムシ Haliolus sharoi ＊ ・ト！：は9A、’’’ 濯h滅佑惧Ilf9i 
コカ、シうミス刀、シ属幼虫 Peltodvtes so. ＊ 
ムモンチヒ‘、コ’'J7ゞゲンコ`ロウ Neohvdrocootus sn. ＊ :ii'•北 f,； t11 11粕

コツアゲンコ`ロウ Noterus iaoonicus ＊ ＊ ＊ ＊ 
妙ゲンコ‘̀ nゥ Hvnhvdrus ianonicus ＊ 祁；節球f/ctU.

Iマルが1ゲンコ` 砂 Hvdrovatus subtilis ＊ 洲絶滅危II¥
lッフ`ゲンコ` nウ Laccoo/11 ]us difficil is ＊ ＊ 
シャープツ7‘ゲンコ‘nゥ Laccoohilus sharoi ＊ '"：俎I渭£(,',・+99

クロス`マlゲンコ`口り Af!abus consoicuus ＊ 
マjゲンコ` 砂 A釦abusiaoonicus ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
1オオヒメゲンコ`吋 Rhantus erraticus ＊ 准紬蔽{{,・札l・

It}ゲンコ`口り Rhantus suturalis ＊ ＊ ＊ 
1シマゲンコ` nり Hvdaticus bowrin;;:ii ＊ 汁'対幻ぃC(!，・中"

ミス`スマシ Gvrinus iaoonicus ＊ ＊ ＊ ＊ 節滅I，',』惧 11~1

オオミス→スマシ Dineutus orientalls ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 準節滅I,.，ill・・・・・ 
材ミス万スマシ属幼虫 Bineutus sn. 

:・ ・くくく〉 ”〉〉̂^  ◇ く^〉 ＊ ”̂〉 tt〉I ＇ 
◇ 

セマルが砂
--

Coelostoma stultum ＊ 
キバリヒラタがムシ Enochrus iaooni cus ＊ 
キイntラタが砂

...... 

Enochrus simulans ＊ 
砂`ヒラタカ`砂 Helochares niooonicus ＊ ＊ ＊ 渾絶滅危•ll し

が砂 Hvdroohilus acuminatus ＊ 汁f；紬油 I{，•+ll

Iいが砂 Sternoloohus rufioes ＊ ＊ ＊ 
タマカ`ムシ

----------
Amvhiovs mater ＊ ＊ ＊ 

ハネカクシ科幼虫 Staohv lini dae 
....... 

＊ 
1マルtケ`ナが 1ヽ ナ）ミ属幼虫 Schinostethus so. ＊ 
t〉9双…7^9くゞ "' ，＇、了：x奴＇’む：’: s，；’’念̀へ̂}＇ ＊ : ：こ：： ：：い|] y~̂ 吋! ,.,： ：,’、,9 :^，’< ： ◇ ^ < ～9 ^ ': ： ＜ 

ふ ::'' く<: : ： : 9 < < 入99 
:: : ＜ ;< : ； 

ヒメ1¥/ヽ ヒ`ロト`叫、シ DrvoDomorDhus nakanei ＊ 9,. 9 % 

9, ； 9くク^ へ：妥念 ”9ふふ尺埓'}吝'.L..L:.'.L, ''•',::·,べ t ~ 〉<t : :<〉”:
・・・・・・・・・・ 

|lVヽt: ！ ダ◇9 9 9 9 : ： ： 9〉'：〉: ”< :〉'q、:〉 ｝こ◇◇ ：：ジ◇◇ I":べ： ◇ ? ◇： 9 9 ◇ : ：'9心 ,＇9’* ＇ ' }＇ * ゲンシ` ホ` タル幼虫
...... 

Luciola cruciata ＊ ＊ 
がが；；加亜科幼虫 Tioulinae ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

ILimoniinae 
--------

いが炉カ科カ虐幼ツ科加虫幼亜・科蛹虫幼＇い各虫;竺ク州

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
ゑ`' § ;, } ！，' i ' } 9 ；冬 ＇ ’ } ＇｛t ◇し ‘双；砂 9 ：くが ` : ： く<〉t？ l: : ： ;＇''：'i 

i;iJ! 
〉冬

＊ 
ホゾ Dixidae ＊ ＊ ＊ ＊ 
ナミカ亜科幼虫 Culicinae ＊ 

~.....] 
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12 
カ科幼虫

・ -• 

164 Culicidae ＊ ： ＜ ＊ 
165 ブュ科幼虫 Si mull idae ＊ ＊ ＊ ＇ 
166 ュスリカ科幼虫・蛹 Ch1ronom1dae ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
167 ヌカカ科幼虫 Ceratoooe:onidae ＊ 
168 アフ` 科幼虫 Tabanidae ＊ ＊ ＊ ＊ ＇ 
169 ナがレアフ` 科幼虫 Athericidae ＊ ＊ ＊ 
170 心目幼虫・蛹 Dit>tera '* ＊ ＊ 

ミミズ綱 171 ミミズ綱 Olirrochaeta ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
ヒル綱 172 砂綱 Hirudinea ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ーーロ
腹足綱 原始紐舌目 オオタニシ

・ • • 

1 叶9；節油 f，',•tlI~173 CioanJZooal udina iaooni ca ＊ ＊ ＊ ＊ 叶’'.9i'•試 ,·.m

174 tメタニシ Sinotaia histrica ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
： 

吸腔目 175 切ニナ Semisulcosvira libertina ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
176 チリメンカリニナ Semisulcosoira rein1ana ＊ 
177 マメタニシ Parafossarulus manchouricus iaoon1cus ＊ 準紬品~；'’9'卜1l· 絶滅危lllllf(i : 

有肺目 178 ヒメモ）アラがイ Galba ollula ＊ ＊ ＊ ＊ 
モ）アラがイ属

• ---

179 Radix so. ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
180 サカマキがイ Phvsella acuta ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ('XO 

181 カリネゾカ`ィ Camotoceras hirasei ＊ 
・ 1：-節-← 沿→` 9-('-合--Il．．．l．朽-.． 

碑砧9’・ •卜"I Hi : 

182 ヒラマキミス`マイマイ属 Gvraulus so. ＊ ＊ ＊ ＊ 

183 トウキョウヒラマキ Gvraul us tokvoensi s ＊ 訃．＇只が不,,,

ヒラマキモドキ
----

184 Polvovlis hemisohaerula ＊ ait伍紐{,',{<;

185 ヒラマキがイ科 Planorbidae 
： 〉？ 〉〉 ： ◇ 

I 
‘”” 

＊ 

二枚貝綱 イシがイ目 186 ドアがイ属 Sinanodonta so. ＊ 

マルスタ`レがイ目 187 ト→ 7"砂`ミ Sohaerium iaoonicum ＊ 
188 ウセ‘‘ント‘、 7`砂`ミ Sohaerium inutile ＊ ＊ 
189 マi沙` ミ属 Pisidium sD. ＊ ；『国｝不足

被喉綱 ハネコケムシ目 カンテンコケ砂 （休芽）
....... 

190 Asa iirella f;e]atinosa ＊ ＊ 
ゥズムシ綱 りズムシ目 191 ナミウズムシ属 Du足esiasp. ＊ ＊ ＊ 

普通海綿綱 サ`ラカイメン目 192 3リカイメン Eunanius fra1silis ＊ ＊ 
： 

193 ミュラーカイメン E1Jhvdatia mulleri ＊ 
確認分類群数 78 50 67 57 52 74 38 34 37 29 83 4 18 25 

調査地点数 12 8 11 12 13 13 3 3 3 3 1 1 
166分類群
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＊ ：確認あり， exo：外来種(anexotic species) 
岡山県RL2009: 「岡山県版レッドデータブック 2009」に掲載されたカテゴリーを示す．
環境省第4次RL: 「環境省版レッドデータブック2014」に掲載されたカテゴリーを示す．
採集日： 1992/6/28, 1993/9/12, 1994/5/8, 1995/6/25, 1996/6/23, 1997/6/22, 1998/6/28, 1999/6/27, 2000/6/25, 2001/6/24, 2012/6/17. 
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表 3. 基データ(1992/6/28)
渤

tT tG tM aOT aOG aOM d3G d3M e1T elG elM e2T e2G e2M e3T e3G e3M 醤
哺乳綱 モゲラ目 1モク`う科 坑道

爬虫綱 有鱗目 2ニホントカゲ ！ 亘l
3ニホンカナヘt‘ I 届

両生綱 有尼目 4カスミサンシ拉ウォ立 生 ! 
Ill} 

加Iv目 5ニホンアマがエル幼生

』吋
6ニホンアカがエル ！ 

゜7 シがエル幼生
＂ェル

゜ ゜ ¥’ 
l 4 0 ヽ

魚綱 Iコイ目 1 1 1 1 0 
| 

丑
1 

¥JI 
1 ¥‘ 

がツ目 1 ~I 
スス‘`キ目 1 ょ、

1 ヽ
クモ綱 Iが二目 1 >甲殻綱 lコエビ目 1 

乃ゾムシ目 1 
エビ H 2 

2 
昆虫綱 Iカゲ nり目 2 

2 

一 |トン加目 | 2 2 し

2 
2 
2 
2 
3 
31 
3 
3 
3 
3 
3 
3 

切ゲう目

4 3 3 
カメムシ目

41 
42 

亘l43 
44マツ屯砂

IID 

45オキナリイトアメン加 昌
46アメンホ`‘
47 t}ア｝ン加

>48了枚お亜科幼虫

（表 3. 続く） I¥J 
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4 
5 

5 
5 

5 

5 

5 
5 

5 
5 

5 

6 
6 

6 

6 
6 
6 

6 
6 

6 

6 
7 
7 

72 

73 

ロ

トビケう目

和り目
コりチュり目

耳

E
潟
皿
浅
荊
賑

t
y
9
|
s決
舟
専
落

ハエ目

ミミズ綱
ヒル綱
腹足綱

1
4
 

原始紐舌目
吸腔目

有肺目

二枚貝綱

被喉綱
りズムシ綱

普通浬綿糸
T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）

G:定性的な採集（定点付近での適宜すくい取り）
M:目視確認；表中の「O」は目視確認があったことを示す．

表中の数値は確認された動物の個体数を示す．
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表4. 基データ(1993/9/12)

両生綱

魚綱

甲殻綱

昆虫継

1
5
 

ミミズ綱
腹足綱

有尾目
加改目

コイ目

ススゞ午目

3コエt..日

りうゾ砂目

ェビ目

カゲロり目

トンホ 目

加幻目

l、t‘ ケ`ラ目

コりチュウ目

ハエ目

原始紐舌目

吸腔目

〗
〗
冒
―
加
＿
乃
一

7
-
]
」
]
-
〗
喜
＿
讐
＿
二
詈
―
戸
＿
言
晨
喜
＿
翌
〗
三
〗
二

[
-
i
-

ぉ
＿
詈
―

7
7
一
ス
―

t
i
f
_

〗

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
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（表 5.

哺乳綱
爬虫綱

両生綱

魚綱

1
6
 

有肺目

二
基データ (1994/5/8) 

甲殻綱

昆虫綱

ネコ目
有鱗目

サンショr)r)r)オ目

加Jv目

ロイ目

がツ目
スス`キ目
印エじ目

リラシ`ムシ目

ェビ目

加ゲ砂目

トンポ` 目

カリゲう目

詈
戸
戸
て
ミ
ニ
2
ト一心＿

m
[一い＿翌＿
It-
玖＿
il

＿誓―
[
-
7

呂
冒

l
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
 

T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい
G:定性的な採集（定点付近での適宜すくい取り）

M:目視確認；表中の「O」は目視確認があったことを示す．

表中の数値は確認された動物の個体数を示す．
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加幻目

|、 tゞケう目

コりチュり目

ハエ目

1
7
 

ミミズ綱
t}V綱

腹足綱

二枚貝綱

三
〗
―
〗
-
び

-
9― 1

1
1
已
＿
言
＿
〗
―
[
吾
＿
い
点

地

3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
5
5
6
6
1
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
 

>[

原始紐舌目

吸腔目

有肺目

マルスがレがイ目

T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）

G:定性的な採集（定点付近での適宜すくい取り）
M:目視確認；表中の「0」は目視確認があったことを示す．

表中の数値は確認された動物の個体数を示す

器

舟

苅

・

西

E
遮
lID
婆
｛
湘
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は
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ー
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表 6. 基データ(1995/6/25)

2T le2G le2Mle3Tle3Gle3M 
哺乳綱

両生綱

魚綱

甲殻綱

昆虫綱

loo 

ネスゞミ目

有尾目
加Iv目

コイ目

ク‘・ツ目

スズキ目

印 エt`目

リラゾ砂目

エピ目

訪ゞ 口り目

トン加目

切ゲラ目

カメ恥シ目

トビケラ目

〗冒
、 中

加カエ／し

7戸
817ナ
9モツコさ

10コイ科
11ドゾョウ
121/夕ゞカ
13ドンコ
1413シ）加リ属
15ニッ討ン3コエピ
16エビ）コバン
17ミズムシ
18スゾ工t"

19アメリカサ`リが：：
20サりがニ
2117夕I

22コカ

／／： 

゜

国
E
涸
I
I
D
奨
｛
如
躍
吋y
9
—

S
咲
併
蓉
落

（表 6. 続く）
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コウ和り目 48ムモンチtぐコツ7，'ゲンブ nり ◇ 1 I 〉^くく ：〉^てV: ̂ : I 入入t ：〉：t: ◇〉^ i 

49コツブゲンコ，，ロり ^ ^  ^ ,: 1, ,1 ク 入◇ ◇ t 1 ◇ ~ ◇ : t v 
， 

く^

50オオt}ゲンコさ口り く^
〉〉〉◇

し^^” 「―「 |”ん^ 1◇ k/ 
I ＇ 

： l < ＜〉?
i 

51 ミスさスマシ 〉^ ”念 9, 9 9 ^ ： ： I ： ： 
”< t 〉~^  ◇ ； 

”” 

5 

52オオミズスマシ C : / 'l◇ ◇ ' ””`  玲 ぶ Iく：＾ 1 

ハエ目 53がカツ加亜科幼虫 |^ 1 ... いこ
〉<”〉 V〉tv 

", 
.. I:[ 

54いががン加亜科幼虫 ”< く？く
←< □ 2 " ̂  < "I , ,  1, : :::: ： ： .. : 

55ホヅカ科幼虫 tヽ: 1〉ご

一

「―'' 
◇ I ・.. ””◇ 入^^ i 

J I ' l 

56ナミカ亜科幼虫
◇ 入◇

喜
< 

： ◇ 
”’ 

1 i 
57ユスリカ科幼虫・蛹 1 8 ... ＜へ5 5 1""2 ＇ 52 l JO 1 F I i7 | I ◇ <” 

58ナがレアア科幼虫
ク，

§ t 2 I ` 

◇ヽ◇ 
〉：：： | 

59心目蛹〉＜〉心 〉〉〉 I ＇^〉？：： 9'〉 I ダ
9 : 

,, ,,, ~>> ~ ヽゞ ゞ^
ん心！ :,,.芯 1 I l 

ミミズ綱 60ミミズ綱 | 

゜
-- ー•一

”’`’ 
一

9̂ 

＇ 
” ？ I ！ I 

ヒル綱 61 ヒル綱 ”: ＾ ^ :: :. ｀ I く^＾ 
ん l ：く：〉＜ v ◇ ＜ 1 く：く： く^：

腹足綱 原始紐舌目 62 t}タニシ ◇ ^ ： く^ ◇ 9̂ I ，^入 l 
， さ ， i 

吸腔目 63カリサ | 1 S9 ? l 
◇ |,”◇ 0.  '‘ ”くV〉 1 

l く^◇： 
I ： 〉〉◇ ”̂| 

有肺目 64びそ！アラがイ く〉
〉＜

◇ lん＂ I < : ^  ◇ヽ
， く'̂ ^ ： ： 9 ◇ ：〉 12 ＜ ： ：ベ I 

65サカマキがイ
””〉/

”<〉＜〉 :べ'' 3 
◇ 

2 
！ 

57分類群， 12地点 T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）

G:定注的な採集（定点付近での適宜すくい取り）

M:目視確認；表中の「O」は目視確認があったことを示す．
表中の数値は確認された動物の個体数を示す．

烈
肝
漆
．
亘

E
満
皿
婆
｛
珈
涵t
y
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丑
J
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T
人
7
蓉
溺
追

表 7. 基データ(1996/6/23)
1
9
 哺乳綱

爬虫綱

両生綱

魚綱

甲殻綱

昆虫綱

ネズミ目
有鱗目

カエル目

コイ目

がツ目
双‘、キ目

lコエピ目
万ゾムシ目

ェビ目

カゲロり目
トン加目

1
-
2
-
[
4
-
5

玉7―
〗 9

-
1
0
-
1
1
-
1
2
-
1
3
-
1
4
-
1
5
-
1
6
-
1
7
-
1
8
-
1
9
-
2
0
-
2
1
-
2
2

固
皿
圭
棠

（表 7. 続く）
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カリゲう目

加砂目

トビケう目

コりチュウ目

ハエ目

2
0
 

ミミス`綱

腹足綱

吸腔目

2ズムシ斎

原始紐舌目

戸26 
27 

28 

2 
3 
3 

3 
3 

3 

3 

3 
3 

3 
39ツ7さゲ

40クロズマメ
41マメゲンコ<

42シマゲンコ`‘

43キイロヒうタ
44タマが砂
45カ`力さ
46ヒ｝上‘

47が
48ユ

49ミ‘
50オ

5l t} 夕—
52カりニナ
531 tメモJア
54モ］アラカ

有肺目 55サカマキカ
ウス，'砂目 56ナミウスさ

52分類群， 13地点 T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）
G:定性的な採集（定点付近での適宜すくい取り）

M:目視確認；表中の「0」は目視確認があったことを示す
表中の数値は確認された動物の個体数を示す．
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t
又
9
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肝
蓉
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1
-

国
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淵

表 8. 基データ(1997/6/22)

鳥綱 訳目 1カモ科（巣）
塁

爬虫綱 カメ目 2クサカ"} ； 有鱗目 3シマヘじ
4 ：：：ポンマムシ

両生綱有尾目 5カスミサンショ が生 皿｝

6アカハライモリ 屡
カエル目 7ニホン＿7_力がエル

唇

゜
¥‘ 

10 冷

11 I 
12 

丑

魚綱 Iコイ目 13 
¥JI 
¥’ 

14 '-ll 
15 -'.. 

16 ‘ がツ目 17メタ`ヵ >スズキ目 18 コゞ

19 ’⇒ 

甲殻綱 3コエが目 20 
リラシゞムシ目 21 ン

22 
ェど目 23 

卜
I 

24 ヵトニ

一 25 

昆虫綱 卜『切目 26 
カゲロウ目 27 

28 
トン加目 29 

30 

31 
32 

33 
34 
35 

36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 シオカラト 亘
43 シオヤトン

III) 

44 オオシ
てコ

45 泊か／
紫

46 ネキトン 慧47 窃ネ
48 コシアキ

上

JI□ 

（表 8. 続く） I¥) 
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22 
カリゲラ目 49オナシカリゲラ屈幼虫 16 18 I 

加砂目 50タイコ＇）チ

゜ ゜
”” 

51 t}ミスゞカマキリ i 1 

52オオコオイムシ
◇ ”/ t ”< : ^ ： 

， :,, ： x て：［ 1 ””: < ： < : 

53コオイムシ属幼虫 ＜〉：〉〉 I 
｀ 

ご竺◇，9くピ I くく〉 ◇ v〉:̂  | ／、：砂 y

＇ x 入： y ◇ : } I,・ 1 ~，／ 2 2 ： 入^ ＇入94|ぐダ I t ＜ I 

54マツモムシ ん ， 9t ＜ t :入9:^” I以

： ◇て◇入ベ ` `: 
◇ t1 

：^ 1 2 , l 
55マルミズムシ I ： くし ＜ て： ご：：： y I ◇ ◇ 9： ◇ ◇ ◇ 

I ダ ””< :：: ＜ ： ＜ ＜ : 1 

56ケシカクビロアメン加亜科幼虫 :̀ ^ ＇ ：〉 く^ ",,, 
ダ

1̂： ̂ ◇: ＾ ？〉：＾ } : t: ： v ̂  ： 、̂ 2 

57ア｝ンホ` <‘‘ ”、|： :”く◇ ： ダ::. ぷ 1:,:> く<、 Ii:

58 ヒメアメン加 : ^ 2 | ◇ ： } 2 1笈 'ヅ：
I :て◇◇ `  I Y 1 

59アメ汎；、西科幼虫 I 1 ＾ ^ 
， : < ： ：:： ｝ :〉:: ^ ダ ◇ ◇〉 9 ：： ：：く.:. く^入？ ＾ ：く^ Iを＇ ”[‘「.,I＇ l ： ◇ ＜ t v < t 

了ミメカゲロり目 60ヒロバカゲ砂和幼虫 | ,.. ：入 ◇ l'、＇11: I<': .:,べ て9
ク ヘ‘〉t:〉:̂  t : ： l、・iく^

トtケう目 61ムネカクトビケラ属幼虫 : ̂” : :” ^ :〉：v< ：〉
| ~” く^ ... :,,べ： 〉: ＜ ^ 〉：くク ＼ l 

62コがタシマトビケラ属幼虫 I :：9 :'':、>ヽ’
◇ ◇ 

1 〉?: ＜ : 
'' 

1,:.:し
， 

1: 

63シマトビケう属
c へ ~ ◇ ◇ tヽ: ； y,  <〉◇ ： 1 

64マルバネトビケう屈
I ,. t : ： 

｀ 
〉< | ! l 

65アミ｝卜tゾ「7席 9-h虫 I'. I, ＜ ： ん ＂ ： ◇く：＇◇ I 入て | <ヽ<、:; : : 
^ ^ ＜ , ベ^ , ： 3 

66ホタルトどケラ屈幼虫 ＇9 :, 99 I I入 < ： ~ < ： :〉： くく

67アオtゲナがトビケ7属幼虫 6 | .ヽ ;;<:: ： ベ{ ”: I v 
: v < 〉9！ ̂ ̂ 

68ホヅバトビケう属幼虫 I ◇入 I ' | 1 lくく◇

69コバントビケラ属幼虫 , | ◇ :〉：： ：”̂ ^ : t〉| 
,,,, ダ◇ 〉”〉◇ I 2 

コウチュり目 70キイロコがシラミス●`砂 〉^ 〉く〉〉〉〉 〉9̂  : l i ◇ ̂ 

71マク‘ラコがンラミスぐムシ 1,;:; <”〉 1: ： ◇ 
’  ̀

＂ 1 
◇ 

72 t}ゲンコゞ nl) 〉〉〉？〉
” I | t く^： 2 ク^ふ 'I□, ＾ ^ 

73オオミスャスマシ
くく

l 
く9

1< ＜ ` : ： ^ I I〉◇て:; ・， 

74スゾ tラクが助 ＾ ？ベ ： ：く：： ”:” | 、””
： ！ 入＇◇入、 1 

75ヒメIVゞヒ，，ロトゞロムシ ： ヘ^ § tl I ̀ ｀ '・ ＾ ： ： 〉（くく I 〉＜

ハエH 76ががンホヤ亜科幼虫 tヽ [ 1 E I I‘・;I 
ぐ／

: 1 ĉ ” : ：:: ◇ ^ ◇ ”” 
〉入〉〉1: ： ＜ 9 ^ i 

77 tメがカツ加亜科幼虫 ： 1べ^◇”、〉〉:＜ ＜ : | ^ ◇: t : ◇ S : ， 〉〉〉◇ | t ＇ : ： 
78 7ゞ ュ科幼虫 | 9' ”入v ， I ” 1." 2 ぇ :,1・,.: I 

79ユスリカ科幼虫 入9 I 1 1 1 んt1 I X'  1 ：〉□^”/ ＾ ： ◇ ̂ i ？ ！ 1 3 10 

ミミズ綱 80ミミズ綱 I ” ベt:〉 I• I 1 |ダ I 入：ベ ◇入 ''I'/く

腹足綱 原始紐舌目 81 tメタ□／ I炉 1 (] 0 ◇ 
く:/”< ◇ 

＇ 

”: 9”<〉 〉<

吸腔目 82カりーナ ： ＾ ：く：： ： 6 14 〉^＜ | ':,> < t < 
3 § | | 2 ：^ ＜”く V”

有肺目 83モ）アラがイ属 :3 ？ ◇ / ： ◇ y < y f ， I I ”̀ 
", 

／く I:" /〉〉^ : :〉 <ヽ, | 

84 tラマキミズマイマイ屈 < s I: ：ん<} :” ：く〉◇〉 | ｀ 
| I ”: 2 

74分類群， 13地点 T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）
G:定性的な採集（定点付近での適宜すくい取り）
M:目視確認；表中の「0」は目視確認があったことを示す．

表中の数値は確認された動物の個体数を示す
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森 生枝•岡山県自然保護センターボランティア動物班 岡自研報第24号 2017

表 9. 基データ(1998/6/28)

tT tG blT blG b2T b2G 
両生綱 加Jv目 1卜）サマがエル幼生 **l 

” 

”入：入^

魚綱 コイ目 2 7ナ属 *2 **1 くん . 2 
3バラタナコ`属 *3 ：〉”?： ：” 

4モツコ‘
11● ̂  -←--- --

ーー一1

5大型ドゾ拉類 **l ： ＜ ◇べv

”< ＾ 

6ナがレホトケドシ`ョり
： 

2 ”ク }◇ 9て

がツ目 7 }がカ *3 ◇ ◇、ご： ”^： 

スズキ目 8ドンコ
，入ク

・ へ食”: ： / 9 : 

9砂）加り属 *4 **14 
べ^： ; 35 

”＾芯

甲殻綱 印エピ目 10 ニッポン3コエビ
入、^:'.,

94 1 ◇ ̀ S 

リラシ`ムシ目 11 ェビ）J/ヽ`ン **2 
12 ミス`恥／ /t: 1 

エビ目 13 砂`ェt‘ 1 6 ぇ6 30 
14 籾がニ 1 2 

昆虫綱 トンホ` 目 15 アサけカリトンホ`幼虫 | : ： ^ v入. :'' 

1 ”く〉^”

16 知イトトン加属幼虫 3 
◇ 

17 オニャンマ幼虫 1 1 19 

18 アカネ属幼虫 2 
カリゲう目 19 オナシカリゲラ属幼虫 I 11 

カ｝砂目 20 ヒ｝ミス`カマキリ
1 : :〉：: : : 1 

21 Jオイムシ属幼虫 1'  1 
22 沢アメンホゞ 心 5 

23 ”ン加科幼虫
ベ く^ 1, 9 9 9 9 :” 入::: ◇，^ 2 ： 

：^、◇< ' ;  

トビケう目 24 マルバネトビケラ属幼虫
:̂： 

1 ”〉”、〉̂

25 切ツットビケラ属幼虫
:◇< : ̂”< 

2 ヘ} ： 1 

26 切Iヽ ト`ビケラ属幼虫 1 

コりチュり目 27 マメゲンコ‘nり 地点不明： 3

28 ミス`スマシ 地点不明： 2

29 オオミス`スマシ 1 ” 

30 ハIヽ‘t‘nドnムシ亜科幼虫 心 1 

31 ゲンシ` 加タル幼虫
＾ ◇ l ◇ ””く/＾ 〉9く◇〉? t 

1 

ハエ目 32 ががンホ` 亜科幼虫 ”: 1 

ブ` ュ科幼虫
く^

'I 、:：、＜： ^ ： ：：し ‘”: ^  く^〉33 ； ：〉＜<>> 1 

34 ユスリカ科幼虫・蛹 ◇ ◇ 5 ”̀ 3 

35 アア科幼虫
： ^ 

1 | 

ミミス`綱 36 ミミス`綱 ＾ ＜ 1 

腹足綱 吸腔目 37 カリニナ ：くこ：／ ： ： ”:” ＾ ^ 1 26 

有肺目 38 モ）アうがイ属 2 
; 

◇ 

39 サカマキがイ
”̂ < 

1 
38分類群， 3地点 T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）

G:定性的な採集（定点付近での適宜すくい取り）

表中の数値は確認された動物の個体数を示す．

* : 1個体のみ保存
＊＊ ：確認後放逐

23 



岡山県自然保護センターの水生動物 岡自研報第24号 2017

表 10. 基データ(1999/6/27)

爬虫綱 1有鱗目
両生綱 有尾目

魚綱

甲殻綱

昆虫綱

ヒル綱

加Jv目

コイ目

双`キ目

3コエビ目

リラシ`ムシ目
エビ目

トン加日

カリゲう目
カメムシ目

トビケう目

功チュり目

ハエ目

腹足綱 i原始紐舌日

34分類群， 3地点

tT ltG b:llvl lb2T lb2G lb2M 

1ヤマカがシ
2カスミサン1/3りりオ幼生 。
3ニホンアカがエ}V I I I I : :J , x I, I I I 0 

4妙がエル

517ナ属 I I 3 
‘‘‘ 6卜、／ 3り

7ドンコ
8砂）加リ属 12 

9ニッポン3コエt‘ | 1 文 ,| | i | 21 18 

10エビ）コバン 5 

11ミズムシ 1 | | |, | l 

12スゾエビ 61 9 

13アメリカサ`リが二 o l 唸 0 

14サリが二 しざ 31 I o 
15モ）サシトン加幼虫
16クnイトトンホ` 属幼虫 I I 1 

1717タスゾサナエ幼虫
18オニャンマ幼虫 I | 1 | | | 1 | | 0 

19オオヤマトン加幼虫
20アカネ属幼虫

21オナシカリゲラ 幼虫 I I ヅl t 1 1 2| 2 

22タイコウチ 1 
23コオイムシ

24コれ砂属幼山
25マツモムシ

26カクッツト『ケラ属幼虫 t l 
27ホタルトビケう属幼虫 心念 l 

28ク万がトビケラ属幼虫 1 I 3 
29コカ、シブミズムシ

30オオミス`スマシ l 

31が力` ンホ` 亜科幼虫 2 

3217五科幼虫 t 2 
33ユスリカ科幼虫 l 2 
34砂綱 ^ ？し ぶダ＂ 1 

35オオクニシ
T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）

G:定性的な採集（定点付近での滴宜すくい取り）

M:目視確認；表中の「O」は目視確認があったことを示す．

表中の数値は確認された動物の個体数を示す．
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森 生枝•岡山県自然保護センターポランティア動物班 岡自研報第24号 2017

表 11. 基データ(2000/6/25)

tT I tG I tM 
両生綱 1カエル目

b2M 

゜
魚綱 Iコイ目

ー

双` キ目

甲殻綱 13コエピ目
リプシ`ムシ目

ェビ目

昆虫綱 Iトン加目

ー＿2＿
3-4-5-6-7[10-11-12-13-14-15-16-17-18-19-20-[22-23-24-25-26-27_22929-303131-32-[34

21 1 

ー

2
-
l
 

ー

，
 
13 l

-
l
 

ー

籾ゲう目
ヵ｝砂目

トビケう目
コりチュり目

ハエ目

ミミス`綱

腹足綱 i吸腔目
有肺目

二枚貝綱 Iィシがイ目
37分類群， 3地点

6
 

ー

ー

l
-
2
 

ー

1
-
l＿ー

6
-
5
 

ー

ー

ー

l
-
l
 351ミミス`終

喜戸口38ドアがイ属 1 | l 
T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）

G:定性的な採集（定点付近での適宜すくい取り）

M:目視確認；表中の「0」は目視確認があったことを示す．
表中の数値は確認された動物の個体数を示す．

1
-
1＿ー
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岡山県自然保護センターの水生動物 岡自研報第24号 2017

表 12. 基データ(2001/6/24)

tT tG b1T blG b2T b2G 
両生綱 加Jv目 1カエル目幼生 l 

魚綱 コイ目 217ナ属 1 
3モツコ‘

双`キ目
甲殻綱 13コエビ目

リうゾムシ目
工『目

昆虫綱 1トン加目

4ドシ`ョり 1 1| | 1 | 1 

5砂）加リ属 2 

6ニッポン印エビ 1 | | | | 1 

7工『）コバン
8スゾエ『 1 

9サリが：：：： ; 如 l 

10アサtナカリトン加幼虫 ：＂ → 笈 2 
11オオアオイトトン加幼虫 ゅ念： l 

12クnイトトン加属幼虫
13イトトン加科幼虫
14オニャンマ幼虫 1 1 | ~99＼で l 匹 I 121 1 

15アカネ属幼虫
切ゲラ目 16オナシカリゲラ属幼虫 1 | 1 | | 7 
カメムシ目 17タイコりチ

18コオイムシ属
19チビミズムシ属 I 1 
20マツモムシ
21ハネナシア｝加

トt`ケラ目 | 22マJVIヽ ネ`トビケラ属幼虫 ~̂ ；、 冬;:Atl I 2 

23カクッツトビケう属幼虫 恣笠 l 
t]戸凸；：入；ti:,入 ◇ 24ク`マカ`卜t乃ケラ属幼虫

功チュウ目 | 25コがシラミス`ムシ
26コ‘')7`ゲンコ‘nり

◇ ̂ ’へ～ ’`’◇ ◇‘̀’”’' ”◇べく^” ^ ：く◇” < 

i こ 4 2 

27マ｝ゲンコ‘nり 1 

ハエ目 28ユスリカ科幼虫 ら̂-3, 1 1 3 
亨綱 29ミミズ綱 ぇが

腹足網吸腔目 30カリニナ 笈 l 1 

29分類群， 3地点 T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）

G:定性的な採集（定点付近での適宜すくい取り）

表中の数値は確認された動物の個体数を示す．
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表 13. 基データ (2012/6/17)

哺乳綱 的目

爬虫綱 加目

有鱗日

両牛綱 I有尾目

カエル目

魚綱 Iコイ目

夕`’'J目
双ゞ 午目

甲殻綱 I]コエビ目
リうゾムン日

ェビ目

2
7
 

昆虫綱 カゲ n')目

トン；『 目

tT ltG ltM la OT I aOGlaOMlal'.flaIG/a1Mla2T la2Gla2Mlbl TlblG/blMlb2T lb2Glb2MluT /uG luM I dl Tl dlGI d1Mld2Tld2Gld2MI d3T I d3GI d3Mle 1 T le 1Gle1Mle2T le2G le2Mle3Tle3Gle3M 
lニポンゾカ（ 痕） ， 

゜2クサカ，,｝ 

゜3ニホンカナヘts

4シマヘヒ‘‘

5カスミサンシ

6アカハラ
7アカIヽう

8 ：：ホンアカ

9ウシカ`エ/v
101 Iヽ／サマがエル

11ヌマがエル
12カエ/v目イ生

13l7ナ属
14モツゴ
15 卜ゞゾ 3ウ

16I/がカ

17ドンコ
18砂／加リ属

19ニッポンヨコエビ
20エt-，]コバン
21 ミス，＇ムシ

22スゾエヒャ

23びリカサ、リが二

24サりが二

25l7クスゾモンカ';

26l7タバカゲ
27オオアオイト

28アオイトト
29モ／妙

30キイト 1ヽ

31イトト
32ヤ7-，

33マ
34ヤ
35ヤ
36ク
3717タス
38オニャ
39オオヤ
40ョッホ
41シ村

42オオシ
43四り

44 

45 

46 
47 

48 

数

干

苅

・

西

E
涸
皿
浅
｛
迦
臨

t
y
ーヽ丑
J
又
T
人

7
塁
塁
i

固
皿
圭
哉

（表 13. 続く）
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カリケ`う目

カメムシ目

トt‘、ケう目

コウチュり目

2
8
 

ハエ目

ミミズ綱
tIV綱

腹足綱

亜

虫

冒

コ
コ
シ

9

ビ
ズ

T
ン
ン

4
9
-
5
0
5
1
-

〗
―
〗

-
5
4
-
5
5
-
5
6
7
-
5
7
-
5
8
-
5
9
-
6
0
-
6
1
-
6
2
-
6
3
-
6
4
6
5
6
5
-
6
6
-
6
7
-
6
8
7
-

〗7
0
-
7
1
-
7
2
-
7
3
-
7
4
7
5
7
5
-
7
6
[
7
8
7
9
8
0
-
8
1
8
2
8
3
8
4
[
9
1
9

口
>[

原始紐舌目

吸腔目

有肺目

'2, 
T:定量的な採集（フレーム幅約30cmの手網で 1回すくい取り）
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